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要旨 
f 電子系化合物は、ランタノイドやアクチノイドを含有する結晶であり、特に Ce 化合物はサイ
トごとに一個の f 電子を持つと考えられる。局在性の強い f 電子系物質は、高温では結晶場準位
によって説明されるが、低温では c 電子と f 電子との間に働く相互作用によって様々な現象を引
き起こす。その例としては c 電子を媒介としてサイト間 f 電子同士の磁気秩序を形成する RKKY
相互作用や、c 電子と f 電子がシングレットを組むことにより重い電子を形成する近藤効果が挙
げられる。 
 
最近注目されている Ce 化合物として、斜方晶物質である CeT2Al10(T = Ru,Os,Fe)が挙げられる。 











低温で重要となる近藤相互作用 J を考えるモデルとして、近藤格子を考える。近藤温度を TK、
伝導帯の状態密度をρcとすると、J2ρc ≫ TKでは RKKY 相互作用が支配的になる。一方 J2ρc 










































































Ce や Yb を含む化合物には，局在的性格の強い f 電子が存在し，近藤効果を通して f 電子と伝導
電子が混成すると，低温で巨大な有効質量をもつ重い電子としての特徴が現れる．このような局
在性が強い f 電子は，同時に磁性の起源にもなり，その磁気モーメントが伝導電子のスピン偏極





菊池琢提出の博士論文は，重い電子系である Ce 化合物，CeT2Al10 (T=Ru,Os,Fe) の磁気的性質を
理論的に調べたもので，連続時間量子モンテカルロ法と動的平均場理論を用いて，Ce 化合物の
基礎的模型である近藤格子モデルの磁化の磁場依存性と磁気帯磁率の相互作用依存性を計算し，
帯磁率が減少に転じる温度と磁気転移温度との比が CeRu2Al10, CeOs2Al10, CeFe2Al10で異なること，
特に CeFe2Al10 では磁気転移温度自体が存在しないことを近藤格子モデルに基づいて説明した．
さらに，近藤相互作用に異方性を導入するとともに，横磁化の計算も可能にする動的平均場理論
を新たに定式化することで CeT2Al10 にみられる磁化のスピンフロップを解析し，実験的に観測さ
れる転移温度の磁場依存性を定性的に再現することに成功した． 
 
これらの研究は電子相関の強い系の電子物性に対して新しい知見をもたらし，自立した研究活動
を行うに足る高度の研究能力と学識を有することを示している。よって、提出者が高度の学識と
自立して研究する能力があると判定される。したがって，菊池琢提出の論文は博士（理学）の学
位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
